
 

 

 

 

 医療的ケアを受けているお子さんを担任・担当している教員向けに、学校医

の小児科医 末永 緑先生を講師に迎え、「小児の呼吸リハビリテーションと実

習」という演題で、呼吸介助について研修を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校医、障がい福祉課保健師、救急救命士、保護者代表の方を交えて、学校の

医療的ケアの在り方を考え、医療的ケア対象のお子さんがより良い学校生活を

送ることが出来るようサポート会議を行いました。 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 医療的ケア専門研修会を行いました。 

医療的ケアサポート会議を開きました。 

まず、介助する教員がリラックスした気持ちで 

お子さんに触れ、お子さんの呼吸を感じる 

ことが大切です。 

お子さんがゆっくりとした深い呼吸 

ができるように、身体の介助をして 

いきます。 

 医療的ケアを受けているお子さんの

保護者の方の声を受けて、放課後等デイ

サービス利用などの行政サービスにつ

いて、どこに相談すればよいのか話題に

なりました。 

 また、学校でも行政サービスについて

保護者の方へ情報を提供できるように

福島市が発行している「福島市障がい者

福祉のてびき」「えがお」の利用できる

部分をまとめることが提案されました。 

 

 救急救命士の方から、救急搬送、ドク

ターヘリについて、プールで安全に活動

するための教員の心構えや対応などに

ついて、詳しく教えて 

いただきました。 

（研修会で使用したＤＶＤです） 

福島市障がい福祉課 自立支援係 

024-525-3746 で相談ができます。 


